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「五校特約」下の一高特設予科 
――  修䶆者の進路を中心に  ―― 
 












のレベルアップを目指すものであった。この契約により，1908 年から 15 年間にわたり，
清政府は毎年第一高等学校に 65 名，東京高等工業学校に 40 名，東京高等師範学校に 25
名，千葉医学専門学校に10 名，山口高等商業学校に25 名，合計 165名の官費留学生を派
遣することになった。経費に関して，建築費や経常費などの教育費は清政府が負担するこ
とになり，毎年公使館を通じて費用を各学校に納めることに決められた。後に，辛亥革命
により清政府は滅亡したが， それに取って代わる中華民国政府はこの 「五校特約」 を認め，
継続させた。 
この五校はいずれも文部省直轄の官立高等教育機関であったが，そのうち，第一高等学
校 （以下， 一高と略称） はとくに注目に値する。 というのは， 一高では1908年に 「五校特約」






























づけられた。 さらに1894 年に高等学校令が発布され， 旧制高等中学校は中学校から独立し
て，旧制高等学校と改称された。明治末年までには，全国には一高（東京，1886 年） ，二高









































    1908  1909  1911  1912  1913  1914  1915  1916  1917  1918  1919 
一高  273  260  310  295  338  328  295  322  335  314  321 
二高  193  167  172  186  240  214  238  201  203  193  219 
三高  193  150  202  199  237  306  273  273  257  256  252 
四高  154  178  196  183  200  173  200  191  200  197  199 
五高  206  197  247  221  244  267  251  243  220  224  205 
六高  153  131  152  129  155  139  168  171  164  179  178 
七高  131  126  196  213  196  186  160  172  173  173  177 
八高              159  165  173  215  181  173  161  205 
合計  1,303  1,209  1,475  1,585  1,775  1,786  1,800  1,754  1,725  1,697  1,756 
出典：東京大学百年史編纂委員会『東京大学百年史  通史二』p. 120. 
 
表2. 高等学校卒業生の進路 
  東京帝大  京都帝大  そのほか帝大  進学その他  進学せず・不明 
  実数  倍率  実数  倍率  実数  倍率  実数  倍率  実数  倍率 
1907年  966  78.5%  259  21.0%  0  0%  0  0%  6  0.5% 
1912年  1,144  64.8%  389  22.0%  185  10.5%  0  0%  47  2.7% 
1916年  1,105  64.7%  397  23.3%  179  10.5%  0  0%  26  1.5% 
1921年  1,560  62.6%  615  24.7%  251  10.1%  17  0.7%  50  2.0% 







  ① 高等学校が「帝国大学ニ入学スル者ノ為メ予科ヲ設クル」学校から， 「男子ノ高等普
通教育ヲ完成スル」学校に性格が新しく規定された。 
  ② 高等学校は従来のように官立に限定することなく， 公私立による高等学校も認可され
るようになった。 
  ③ 高等学校の年限は尋常科四年と高等科三年の七年制とするが， 高等科のみを置くこと
もできる。 



























「エリート中のエリート」 を養成する学校であった。 一高の前身は東京大学予備門で， 1874
年， 東京外国語学校から英語科が独立し， 東京英語学校となり， さら1877年に東京大学予
備門と改称された。 この東京大学予備門は1886 年の中学校令に従って， 第一高等中学校と
なり，さらに1894年の高等学校令によって高等学校となり，三年制の 「大学予科」を設置
した。1918年に新高等学校令が発布され，一高の大学予科は高等科へ改称されたが，帝国




  表3. 旧制高等学校志願者と入学者の状毁 
学校 
1916年  1915年  1914年  1913年 
志願者  入学者  志願者  入学者  志願者  入学者  志願者  入学者 
一高  2,256  360  2,286  350  2,129  343  2,125  336 
二高  1,508  268  971  231  1,146  225  1,032  215 
三高  1,544  284  1,368  308  1,319  286  1,363  284 
四高  972  240  1,071  237  884  235  1,073  223 
五高  1,128  276  1,043  274  1,041  279  1,069  286 
六高  727  207  907  213  831  209  737  197 
七高  935  217  903   225   1,027  205  706   204 
八高  1,069  221  1,057  223  1,015   208  928  214 






























8 名のうち，のちに帝国大学に進学したのは 5 名であった。章宗祥，呉振麟，銭承誌は
東京帝大法科大学政治学科選科に，陳榥は東京帝大工科大学造兵科選科にそれぞれ入学し
た
（16） 。 何橘時は最初， 東京帝大工科大学採鉱冶金科選科に入学したが， のちに同科の正科
に転入した









京帝国大学卒業生の欄にも章宗祥ら4名の氏名は載せられず， 何橘時の氏名だけがあった。  
 
2. 京師大学堂派遣学生の入学 







（1865–1936）にこの31 名の留学計画と目標を提示した。 つまり， 日本に到着してま
ず言語文字及び普通課程を勉強し，その後高等学校に入学，卒業後さらに帝国大学に進学









1904 年1月23 日から 25 日までの3日間，一高はこの31 名に対して日本語や英語，ド
イツ語，フランス語，歴史，地理，数学など諸科目の学力検定試験を行い，日本語の成績
に基づいて， 仮に甲乙丙の三組に分けて授業を行うことにした。 最初は， 「他日本科編入ノ
時知識吸収ニ充分ナル素地ヲ作」らせるため，しばらく「専ラ日語日文ノ教授ノミニ力ヲ
注グ撹針」が取られた
（21） 。4月になると，留学生の日本語レベルは向上を見せたため，新『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
52 
たに歴史，数学などの基礎科目を加えた。また，夏休みを廃し，7月15 日より，軽井沢で
集中講義を行い，毎週日本語を 18 時間，数学を 12 時間，歴史地理を 12 時間，博物学を
12 時間教授した。1904年9月の入学式に31 名の留学生も列席し，そこで初めて一高の学
籍に編入され，各胪の志望学科により適当の部に配属された。彼らの成績評価と進級につ
いて，学校側は 「本邦学生ト其学力ヲ同視スル能ハザル」 ため， 「各部トモ進級規程ニ拘泥
セズシテ皆一年ヨリ二年ニ昇級セシメタリ」という特別な措置を採っていた。一高は 31







この 31 名が学科を修䶆した後の進路について， 一高は 「学力不充分」 な者に対して， 「試
験成績ニ幾分ノ手加減ヲ加ヘ学科修䶆ノ上ハ外国人特別入学規程第四条ニ亝リ証明書ヲ交
付」し， 「東西帝国大学選科ニ入学」することを許可するが， 「成績佳良」で， 「規定ノ点数
ニ達シタル者ニハ特ニ「本校卒業生ト同等ノ学力アルコトヲ証ス」ト云ヘル文句ヲ証明書
中ニ記入シテ他ト分チ」 ， 東京・京都帝大に正科生として入学できる資格を与える， という
措置を取った
（23） 。 後にこの31 名のうち， 10 名が東京帝大選科に， 9名が東京帝大正科に，
9名が京都帝大に進学し
（24） ，3名が進路不明となった。この31 名は帰国した後， 「皆相当
ノ職ニ就キ彼ノ国家ノ為メ貢献」し，そのなかには中華民国の司法総長・張耀曾，大理院
庭長・余棨昌，北京師範大学教授・王桐齢などがいた















4月10 日  午前 8時より10 時まで  日本語の書取，作文 韓立冬  「五校特約」下の一高特設予科  ――    修䶆者の進路を中心に  ―― 
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  午前 10 時より  日本語の会話 
4月11 日  午前 8時より12 時まで  数学（算数，代数，幾何） 
  午後 3時より5時まで  英語（日語英訳，英語日訳） 
 
この年は志願者210名の中から60 名を入学させ， 合格者は， 全員少なくとも二年間日本
に滞在して，宏文学院や東京同文書院，大阪高等予備学校などの「諸種ノ学校ニ学ヒ普通
文ニ於テハ素養アルモノ」 であった













時限          曜日  月  火  水  木  金  土 
午前 
8–9        博物     
9–10    英語         
10–11  英語  体操    独語     
11–12  歴史  歴史  日語  倫理  物理  物理 
午後 
1–2  数学  化学  日語  化学  倫理  歴史 
2–3  数学  日語  数学  体操    日語 
3–4  体操  日語  独語  日語  英語  数学 









二， 本校ニ於テハ毎年三月初メ試験期日ヲ定メ左（下：  引用者注）ノ学科ニ就キ選憜試
験ヲ施行ス 『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
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  日本語        作文  書取  会話  読撹 
  外国語（英語）和文英訳  英文和訳 
  数学          算数  代数  幾何  但二部三部志望者ニハ三角（初歩） 
  地理，歴史  一部志望者ニ限ル 































   
毎朝五時に起き， まず付近の神社の芝生へ行って 「上野の桜が咲きました」 「私には大
勢の友達があります」などと，日本語の教科書を朗読し，八時になるとパンを頰張り
































るため， 「友人との付き合い， 手紙のやりとりは一律に簡単にしなければならならず， 重要














約」 満期解約までに毎年50 名ぐらいの留学生を入学させ， 高等学校への予備教育を実施し
ていた［表5］ 。 
 
  表5．一高特設予科各年度志願者と入学者統計 
年度  1908  1909  1910  1911  1913  1914  1915  1916  1917  1918  1919  1920  1921  1922 
志願者  243  428  378  302  123  337  325  255  336  216  542  488  418  339 
合格者  60  52  51  50  47  45  50  50  50  49  50  50  50  50 
                  注：各年度の『文部省年報』より。なお，1914，1915年度は『文部省年報』にな
















である［表6と表 7］ 。 
 
  表6．特設予科学科目及び毎週授業時数（三部制時代） 
  修身  日語  英語  独語  歴史  数学  物理  化学  博物  図画  体操  合計 
第一部  1  8  8  3  4  3          3  30 
第二部  1  6  6      8  3  3    2  3  32 
第三部  1  6  6  3    8  3  3      3  33 
注： 『第一高等学校六十年史』1939年3月，pp. 511–512. 
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  表7．特設予科学科目及び毎週授業時数（文理科制時代） 
  修身  日語  英語  独語  歴史  数学  物理  化学  博物  図画  体操  合計 
文科  1  7  6    3  4  2  2  2    3  30 
理科  1  6  6      6  2  2  2  2  3  30 
注：第一高等学校発行『第一高等学校六十年史』1939年3月，p. 515. 
 
「五校特約」 下の一高特設予科は， 辛亥革命の影雿を受けた1912–1914年を除いて， 大体
安定した様子を見せ， 毎年40 数名の修䶆生を送り出している。 具体的な統計は以下のとお
りである。 
 
  表8．一高特設予科修䶆者年度別統計 
  第一部  第二部  第三部  合計 
1909年  13  28  3  44 
1910年  17  20  10  47 
1911年  17  19  11  47 
1912年  2  7  4  13 
1913年  4  16  2  22 
1914年  13  21  1  35 
1915年  17  20  11  48 
1916年  18  24  8  50 
1917年  14  21  6  41 
1918年  14  26  5  45 
1919年  11  29  8  48 
  文科  理科  合計 
1920年  23  30  53 
1921年  20  30  50 
1922年  22  28  50 
1923年  20  30  50 




（41） 。 『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
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校印 
                                                              支那何々省 
                                                                何之某 
                                                      当何十何年 
右者本校特設予科第何部ノ課程ヲ修䶆セリ仍テ之ヲ証ス 
大正四年七月一日 




  1. 高等学校への配当 
1908 年一高特設予科に入学した60 名の留学生のうち，翌年6 月の修䶆試験に合格した
のは44 名であった。 この44 名は次のように全国の第一～第八の高等学校に配分された ［表
9］ 。 
 
  表9. 一高特設予科初回修䶆者の進路 
学科  一高  二高  三高  四高  五高  六高  七高  八高  札幌  計 
文  1    1              2 
工  2  2  2  1  1  2  2  2    14 
理  1  2  1  1  1  1  1  1    9 
農  1      1  1      1  2  6 
医    1        1        2 
法  1  1  1  2  2  1  2  1    11 
計  6  6  5  5  5  5  5  5  2  44 
















  表10．一高特設予科修䶆生配当先年度別統計 























44  6  6  5  5  5  5  5  5  2             
1910
年 
47  8  8  5  5  4  5  5  5      2         
1911
年 
47  6  7  7  6  6  5  5  5                 
1912
年 
13  2  2  2  2  2  1  1  1                 
1913
年 
22  4  3  2  1  3  2  3  2              2 
1914
年 
35  5  4  4  5  5  4  4  4                 
1915
年 
48  7  5  7  6  6  6  5  6                 
1916
年 
50  8  7  8  1  7  6  6  7                 
1917
年 
41  6  5  5  5  5  5  5  5                 
1918
年 
45  7  4  6  5  6  6  5  6                 
1919
年 
48  6  5  7  5  5  6  5  6          3     
1920
年 
53  6  7  7  2  3  14  6  5          2  1 
1921
年 
50  8  4  5  3  6  7  6  10          1     
1922
年 
50  10  3  3      10  8  4  7          4  1 
1923
年 
50  7  5  5      5  14  3  10              1 
                    出典： 『第一高等学校一覧』 （1936 年-1937 年度）より作成。 「札」は札幌農科
























73.5 点で，卒業の席次は日本人を含む34 人の中の22 番であった
（45） 。 
一高本科に配分された留学生の成績を見ると， 1919年一高本科在籍の留学生は三学年合
わせて 21 名であったが，そのうち，落第が1回の者が 4名，2回落第のため除名された者
が3名であった
（46） 。 特設予科終䶆後， 一高に配分された周仏海は， 当時の高等学校の試験
の厳しさがとくに印象深かったが，留年は留学生だけの特有な現象ではなく，日本人学生
もよく留年を余儀なくされたと証言している。 














































































（53） 。同年 11 月，文部省は各高等学校へ配分された一高特設予科出身者の高等学校卒業








上述の文部省側の希望に対して，東京帝大と京都帝大は， それぞれ1908年12 月と 1909
年2月に回答を行った。東京帝大の全ての分科大学，京都帝大の法科大学以外の各分科大






















ったが，1915 年頃より，特設予科も安定した様子を見せるようになり，毎年 40 数名の修










合計  東京帝大  京都帝大  九州帝大  東北帝大 
1909  44  20  16  1  2  1 
1910  47  20  16    3  1 
1911  47  20  14  3  3   
1912  13  10  4  5  1   
1913  22  10  4  5  1   
1914  35  12  15  6  1   
1915  48  37  11  17  8  1 
1916  50  33  18  7  5  3 
1917  41  31  14  12  5   
1918  45  36  18  14  2  2 
1919  48  29  12  12  4  1 
1920  53  30  11  14  4  1 
1921  50  30  14  11  4  1 
1922  50  30  10  14  5  1 
1923  50  27  10  10  6  1 
                    注：第一高等学校発行『第一高等学校一覧』と興亜院『日本留学中華民国人名














卒業年度  合計  東京帝大  京都帝大  九州帝大  東北帝大 
1906  2  1  1     
1907           
1908           
1909  2    2     
1910  3  1  2     
1911  2  2       
1912  10  9  1     
1913  6  5  1     
1914  3  3       
1915  12 （4）  7 （4）  5     
1916  15 （8）  10 （6）  4 （1）  1 （1）   
1917  22（17）  18（15）  3 （1）  1 （1）   
1918  19（15）  12 （9）  3 （2）  2 （2）  2 （2） 
1919  24（22）  10（10）  6 （5）  5 （4）  3 （3） 
1920  25（22）  13（13）  9 （7）  1 （1）  2 （1） 
1921  24（23）  12（11）  9 （9）  2 （2）  1 （1） 
1922  38（30）  15（13）  19（13）  3 （3）  1 （1） 
1923  38（27）  13（11）  12 （6）  9 （9）  4 （1） 
1924  45（36）  23（21）  15（11）  3 （3）  4 （1） 
1925  41（37）  16（15）  18（17）  4 （3）  3 （2） 
1926  31（24）  13（10）  14（11）  3 （3）   1  
1927  48（35）  18（16）  15（11）  13 （6）  2 （2） 
1928  47（33）  13（13）  20（13）  11 （4）  3 （3） 
1929  56（39）  16（14）  21（17）  17 （7）  2 （1） 
1930  23（13）  4 （3）  11 （6）  7 （3）  1 （1） 





生もいたが，それはほとんど制度的に受け入れられた者ではなかったため，少数にとどま韓立冬  「五校特約」下の一高特設予科  ――    修䶆者の進路を中心に  ―― 
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  [注]  ＊ 引用文中の漢字の旧字体は新字体に改めた。 
 
（1） 永田英明「戦前期東北大学における留学生受入の展開  ――  中国人学生を中心に 〈資料〉戦前
期東北大学の留学生に関する統計調査」 『東北大学史料館紀要』第1期，2006年3月，p. 1. 
（2） 二見剛史「戦前日本における中国人留学生の教育  ――  特設予科制度の成立と改編」 『日本大学
精神文化研究所教育制度研究所紀要』第7集，1976 年3月，pp.  69–123. 同「戦前日本における
中国人留学生予備教育の成立と展開」 『国立教育研究所紀要』第94 集，1978年3月，pp.  61–80. 
同 「第一高等学校における中国人留学生教育」 『国立教育研究所紀要』 第95 集，1978年3月，pp. 
193–207. 夏目賢一「第一高等学校における留学生教育の再編と日中関係  ――  特設予科および特
設高等科の事例  1908年–1937年」 『東京大学史紀要』 第25 号，東京大学史料室，2007年3月，
pp. 1–18. 
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